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教育モニタリングの時代は来るか？ 
大津 起夫

現在の職場は，大学入試のための学力試験を

実施するための独立行政法人なので，毎年膨大

な試験結果が生じる．センター試験の受験者は

このところ毎年 50 万人を超えており，採点す

る解答用紙の数は300万枚を超える．1月に実

施されるセンター試験の直後は，膨大な解答用

紙の処理で慌ただしく，教員や管理部門の事務

職員まで総出での仕事になる．大学入試が厳格

な一発勝負の学力試験で決定されるのは，東ア

ジアに共通の文化で，韓国や中国でも類似した

大学入試の様子がテレビなどで報道されてい

るが，制度が日本よりさらに厳格なため，受験

生は強い精神的なプレッシャーを受けている

ように見える．実施する側にたってみると，こ

のようなスタイルの試験の実施は，物流や試験

監督の統括などが大規模なので，毎年薄氷を踏

んでいるような思いをすることになる．センタ

ー試験実施は，実施大学と大学入試センターの

職員によって取り仕切られているが，五十数万

人のハイステークスな試験を一斉に捌く事業

は，実施の統括が大変だ． 

 文科省が示した大学入試の改革方針をうけ

て，文科省の専門家会議（高大接続システム改

革会議）によってセンター試験にかわる新テス

トの実施が提言された．高等学校の基礎学力を

保証するための試験については，年複数回実施

の枠組みが提案されているが，大学入試につい

ては大規模な一斉実施の枠組みが引き継がれ

ている．専門家会議の最終報告ではコンピュー 

タを用いた試験実施（CBT）についても言及され

ているが，実施の具体的なプランはこれからの課

題である． 

ただし，情報テクノロジーの進歩に期待すると，

現在のような一斉実施の試験だけが将来の受験者

の評価方法ではなくなるかもしれない．高校での

活動を正当に評価しようとする試みは以前からあ

るが，資料の信頼性などの問題があり，学力試験

を全面的に置き換えるものとはなっていない．し

かし，日々の学習のプロセスが電子的に記録され

て，受験者の日頃のパフォーマンスをモニターす

ることができるなら，一斉で大規模な試験の必要

性は現在より低くなるだろう．データ分析技術の

本質的な進歩は，データの収集方法の革新によっ

て引き起こされてきた．現在では，ウェアラブル

活動量計をスマートフォンと組み合わせて，トレ

ーニング記録をクラウド上で管理するサービスも

実現している．トレーニングの進捗をシステムが

ほめたり鼓舞したりするし，他の参加者と結果を

共有することもできる．同じような仕組みを教育

で実現することは，不可能ではないだろう．学習

管理システムは，大学の一部で利用されてはいる

が，一般的というほどには，まだ広がってはいな

いようだ．先進的な教育工学の研究として現在で

は試みられていると思うが，これからどのような

発展を遂げるのだろうか．自分の知的な履歴が他

人に把握されるのには，抵抗を感じないわけでは

ないけれど，教育についてのかなり深い革新の種

とそれに伴うデータ分析技術の発展の機会があり
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そうな気がする． 

（おおつ・たつお，独立行政法人大学入試センタ

ー） 

大津 起夫（おおつ・たつお）

独立行政法人大学入試セ

ンター研究開発部教授 

1983 年北海道大学大学院文学

研究科修士課程修了，民間企業，

北海道大学文学研究科を経て

2003年より現職． 

 

 

 

2016年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第四報および講演プログラム速報版） 
 

運営委員長 桜井 裕仁（大学入試センター） 

実行委員長 星野 伸明（金沢大学） 

プログラム委員長 林 篤裕（九州大学） 

 

2016年度統計関連学会連合大会のお知らせ(第

四報)，および，講演プログラム速報版(修正版)が

8月8日付で公開されました．第四報では，今年

度の連合大会について，チュートリアルセッショ

ン，市民講演会，企画セッション，コンペティシ

ョンセッション，会場，懇親会などの情報が簡潔

にまとめられています． 

懇親会は事前申込制となっていますのでご注

意ください． 

 収容人数に余裕がある場合に限り，9月4日に

石川県教育会館において懇親会の参加申込を受け

付けます．金沢大学角間キャンパスでは懇親会の

参加申込はできませんので，あらかじめご了承く

ださい． 

 

 詳細は，連合大会のウェブページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/2016/ 

をご覧ください． 

 

 

 

 

 

運営委員会より 

 

第18回春の合宿セミナー開催報告 

実行委員長 芳賀 麻誉美（徳山大学） 

 

平成 28 年 3 月 25 日～27 日の 3 日間，

TOTO 東富士研修所をお借りして第 18 回春

の合宿セミナーを開催いたしました．第1回

から継承される基本コンセプトは「安い参加

費で充実した内容を集中的に，そして異分野

の方々と交流しながら楽しく学ぶ」です．今

回は基本に立ち返り，6 年ぶりに宿泊付きの

合宿形式で開催として，受講者・講師を合わ

せ総勢 86 名が富士の袂で寝食を供にして，

密度の濃い学びの時間を過ごしました． 

首都圏で開催される宿泊なしのセミナー

の場合には，一人でも多くの人に一講座だけ

でも聴講したいと考えてもらえるようにバ

ラエティに富む構成にします．しかし今回は

宿泊付ということを考慮して，1 人の講師か

ら広範な内容を体系立てて学ぶという方針

で2コースに限定開催としました．Aコース

は，筑波大学名誉教授の平井有三先生による

「The機械学習入門」．「はじめてのパターン

認識」 の筆者自らに内容をご解説いただき，

データサイエンティストの必須知識を習得

し，応用に進む集中講義として企画しました．

Bコースは，関西学院大学社会学部准教授の

清水裕士先生による「驚異の統計フリーソフ

トHADを使って使って使い倒す！」．こちら

のコースではExcelで動くフリーの統計分析

用プログラムであるHADの製作者から解説

を聴いて頭で理解し，実際に自分で手を動か

して，高度なデータ分析を実行できるように

なることを目標に企画しました． 

宿泊施設の関係で定員制として合宿まで 3

か月以上前の1月6日より募集を開始しまし

たが，わずか10日で当初予定の60名の申込

みが満席となり，問い合わせが次々に舞い込

む事態となりました．そのため，急遽，研修

室を手配して 30 名の追加募集をする事とな

り，事務局はうれしい悲鳴をあげることにな

りました． 

http://www.jfssa.jp/taikai/2016/
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講師の先生方のお力により，初級者から中

級者の方まで幅広くご満足いただける内容

となったと確信しております．27名もの新会

員申請があったのもこれを裏付けるもので

はないかと思います．ご尽力いただきました

講師の先生方には心より御礼申し上げます．

また, TOTO株式会社様のご好意により使用

させていただいた清潔で使いやすい施設や

提供された美味しい食事は，参加者の皆様に

大変好評でした．事務局をお願いしました

TOTO 株式会社の小代さんにも改めて御礼

申し上げます． 

なお，合宿セミナーのプログラムは，

http://www.mayomi.org/bsj/spring18.html

で御確認いただけます． 

今回のセミナーの感想文を新規入会会員

にお願いいたしました． 

 

「第18回春の合宿セミナーに参加して」 

専修大学大学院文学研究科心理学専攻(心理統計

学研究室)M1 北條大樹 

 

 第18回春の合宿セミナーがTOTO東富士研修

所にて行われ，私は，関西学院大学の清水先生が

講師を務める「驚異の統計フリーソフト HAD を

使って使って使い倒す」のコースに参加しました．

このコースは，清水先生自身が作成した統計ソフ

トHAD の演習をメインに進行し，同時に統計分

析の解説・補足をしていただくコースでした．参

加者は学生，企業，研究者といった多岐にわたり，

統計学の知識やパソコンの操作スキルも参加者ご

とに大きくばらついていました．しかしながら，

清水先生が丁寧に手取り足取り教えてくださり，

逐次，質問も答えてくださったため，最終日には，

全員がHAD を用いて自由自在に統計分析を行う

ことができるようになりました．まさに，HAD

を使って使って使い倒した3日間だったと思いま

す．そして，学生である私にとって，HAD の演

習だけでなく心理学統計分析の理論的な部分の解

説を短期間で網羅的に聞けたことも非常に大きな

収穫でありました． 

 また，合宿セミナーでの3日間の食事や懇親会

を通して，様々な方々と研究の話を含め，意見交

換を行うことができたのは，学生の私にはとても

貴重な体験でした．今回の合宿での有意義な体験

を自身の研究活動へとつなげ，さらに精進したい

と思います．セミナーを企画・実施してくださっ

た主催者や関係者の皆様，及び，講師の先生方，

本当にありがとうございました．春の合宿セミナ

ーには，ぜひ，また参加したいと考えており，次

回以降の開催を今から楽しみにしています． 

 

 

「非対称データの分析」研究部会2015年度報告 

代表 今泉 忠（多摩大学） 

 

・Webでの広報 

新規にWebでの広報を行った． 

http://stat.tama.ac.jp/myresearch/bsj 

 

・行動計量学会大会でのセッションの構成と発表 

セッション構成趣旨 

「行動現象を説明する場合に2国間の貿易関係

や2友人間関係など，n者の2者間の関連度をもと

にn者間の関係を分析する場合がある．2者関係が

非対称である場合には，その非対称の関係などを

踏まえて分析することで，データに隠れている関

係をより捉えることができる．そのためのモデル

と応用例について討議し，n者間の関係に関する

将来の研究に貢献する．」 

発表者 

千野直仁（愛知学院大学心身科学部），Time 

series analyses of changes in asymmetric 

relationships among members over time 

土田 潤，宿久 洋（同志社大学） ，2相3元

データに対する対数線形モデルを用いたベイズ非

対称MDSについて 

岡太 彬訓（多摩大学）・今泉 忠（多摩大学），

Dominanceモデルの2相3元類似度への拡張1 

今泉 忠（多摩大学）・岡太 彬訓（多摩大学），

Dominanceモデルの2相3元類似度への拡張2 

齊藤俊則（(株)マクロミル，文京学院大学 非

常勤講師），マーケティング領域における非対称デ

ータの分析事例 

 

 

http://www.mayomi.org/bsj/spring18.html
http://www.mayomi.org/bsj/spring18.html
http://stat.tama.ac.jp/myresearch/bsj


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 150 号                                 2016 年 9 月 1 日 

4 

岡山地域部会 平成27年度活動報告 

代表 黒田 正博（岡山理科大学） 

 

 本部会は，岡山県と近隣地域の行動計量学に関

する研究と研究者間の人的交流を積極的に行うこ

とを目的に，日本行動計量学会から活動経費の助

成を受けた日本行動計量学会岡山地域部会の継続

で，第4 期に入っております．本年度は，次に報

告するように計4 回の研究会（第56 回～第59 回）

を開催しました．すべての研究会が，岡山統計研

究会と岡山理科大学地域分析研究会との共催とな

っています． 

 第 56 回研究会は「次元縮約とクラスタリング」

というタイトルで，山本倫生先生（京都大学医学

研究科医学統計生物情報学）とMichel van de 

Velden 先生 (Econometric Institute,Erasmus 

University Rotterdam, The Netherlands)を講師

に招き，7 月29 日（土）に開催しました．山本

先生とvan de Velden 先生は共に，質的データの

分析や分類手法について造詣が深く，計量心理学

や計算機統計学の分野で多くの業績をもたれてお

り，最近の研究である質的データの分類を同時推

定により行う方法などについての話題を話しても

らいました．山本先生は「DROC: An 

outcome-guided clustering using a 

component-based approach」，van de Velden 先

生は，「Cluster Correspondence Analysis」と

「Least-squares Bilinear Clustering of 

Three-way Data」というタイトルでの講演をし

て頂きました．「Cluster Correspondence 

Analysis」では，入門的な話題を提供して頂き，

他の2 件では最新の研究成果についての講演で

した．発表後の質疑応答だけではなく，休憩時間

や自由討論でも講演者と参加者と間で活発な議論

がなされました． 

 第 57 回研究会は「統計教育」というタイトル

で，Zenaida F. Mateo 先生 (Department of 

Statistics, University of Manitoba, Canada)を講

師に招き，9 月26 日（土）に開催しました．講

演タイトルは，「An Overview of the 

Postsecondary Education in Canada and the 

Future of Statistical Education Research」と

「Clicker Technology: Promoting Student 

Interaction in a Large Statistics Class 

Environment」で，カナダの大学における統計教

育への取り組みを通じて，その方法論と統計研究

についての講演をお願いしました．Mateo 先生の

クリッカーを利用した先進的な取り組みに対し，

講演時間を超過するほどの多くの質問があり大い

に刺激を受けたように見受けられました． 

 第 58 回研究会は，「統計モデルの理論と実デ

ータへの適用」というタイトルで，寺田吉壱先生

（情報通信研究機構(NICT)脳情報通信融合研究

センター），酒折文武先生（中央大学），黒澤大樹

さん（中央大学大学院）の3 名を講師に招き，10 

月24 日（土）に開催しました．寺田先生には，

「fMRI データ解析に関する研究」，酒折先生には

「スポーツと統計科学」と「隠れマルコフモデル

を用いた東日本大震災の分析」，黒澤さんには「低

階数行列のモデリングと画像処理」というタイト

ルでの講演をして頂きました．発表タイトルから

わかるように，統計学の実データへの応用につい

ての話題を提供して頂きました．参加者から統計

モデリングのアイデアやデータ解析の方法論と解

析結果の考察等に関し活発な議論が行われました． 

 第 59 回研究会は「データの分析手法とその応

用」というタイトルで3 月12 日（土）に開催し

ました．この研究会は，若手研究者を育てること

を目的に，大学院生を中心とした学生セッション

を設けており，岡山理科大学から6 名，島根大学

から3 名，広島大学から2名の合計11 件の発表が

あり，優秀賞1 名とプレゼン賞1 名を表彰しまし

た．また，全体レクチャーでは，山本英二先生（岡

山理科大学）に「因果推論入門」というタイトル

の講演をお願いしました． 

 岡山地域部会の Web ページは，

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 

で，研究会の予定などを公開しています． 

 

代表連絡先 

岡山理科大学総合情報学部 〒700-0005 岡山市

北区理大町1-1 

E-mail: kuroda@soci.ous.ac.jp 

 

 

 

 

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/
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第 101 回 行動計量シンポジウム「実データによ

る統計教育とデータサイエンティストの育成

（仮）」のお知らせ 

黒田 正博（岡山理科大学） 

 

主催：日本行動計量学会岡山地域部会 

日時：平成28年9月24日（土） 14時30分～ 

場所：岡山理科大学 A1 号館 1 階プレゼンテー

ションルーム 

講演者（敬称略）： 

山口和範（立教大学） 

小木しのぶ（NTTデータ数理システム） 

横山暁（帝京大学） 

 

問い合わせ先：黒田正博（岡山理科大学） 

E-mail : kuroda@soci.ous.ac.jp 

 

詳細は後日メーリングリスト等でお知らせし

ます． 

 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長 中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．今回の

更新では，44回大会についてのお知らせや関連学

会，協賛イベントについての案内などの情報を中

心に更新いたしました．今後も会員の皆様に有益

な情報が提供できるよう引き続き Web ページの

整備・更新を行っていきたいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 2016 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．おおむね前年度の配信数と同程度と

なっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

 

メールニュースの配信数 

 

学会Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．他学会のメーリング

リストでの案内やWEBでの広報を可能な限り行

っていきたいと考えています．皆様の加入されて

いる学協会で，本学会の行事をご案内できる場と

してお薦めのものがございましたら，広報委員会

までご連絡ください．今後の広報活動の参考にさ

せて頂きます． 
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大会担当委員会より 

 

大会担当委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

第45回大会について 

本年度第2回理事会（7月1日金曜日開催）に

て，2017年度に開催される予定の第45回大会の

概要について承認を得られましたので，ここにお

知らせいたします． 

来年度の大会は，静岡県立大学谷田（やだ）キ

ャンパスにて，西川浩昭会員（静岡県立大学看護

学部）を実行委員長として開催される予定です． 

日程としては，2017年8月29日（火）～9月

1日（金）で行われる予定です． 

 

これまでの大会開催地について 

第 1 回から第 44 回までの開催実績を都道府県

別に数えてみると，上位から， 

・ 東京都 15回 

・ 岡山県 4回 

・ 愛知県・千葉県・大阪府 3回 

・ 宮城県・京都府・埼玉県・新潟県・神奈川県・

北海道 2回 

・ 茨城県・大分県・福岡県・兵庫県 1回 

・ その他の32県 0回 

となっていました．開催地に偏りがあることが確

認できるかと思います． 

第45回大会の開催予定地である静岡県は，「そ

の他の 32 県」に含まれますので，来年未開催の

都道府県がひとつ解消されることになります． 

東京―静岡間は新幹線で約1時間，静岡県立大

学の最寄り駅の草薙駅も静岡駅から JR 東海道線

で 6 分程度．キャンパスへも徒歩で 15 分とうか

がっています．首都圏からも近い場所ですが，意

外な盲点となっていたようです． 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シリーズ海外レポート⑮】 

ルーヴァン・カトリック大学での滞在 

藤田 泰昌（長崎大学経済学部） 

 

今年 2016 年の 4 月中旬から，在外研究でベル

ギーのルーヴァン・カトリック大学（Université 

catholique de Louvain: UCL）に滞在しています．

所在地は南部フランス語圏のルーヴァン・ラ・ヌ

ーヴ（Louvain-la-Neuve）という小さな町で，欧

州連合（EU）本部もあるブリュッセルからは距

離にして 40 ㎞ほど，電車で 40 分程度，車なら

30分程度で辿り着く場所にあります． 

この大学は元々，北部オランダ語圏の都市ルー

ヴェン（Leuven：Louvain のオランダ語表記）

に所在する 1425 年創立のルーヴェン・カトリッ

ク（Katholieke Universiteit Leuven: KUL）大学

（の一部）でした．ところが 1960 年代に起きた

言語紛争の影響で大学が分裂，1970年代初期に同

大学のフランス語スタッフ・部門がこの地に移動

して新たな大学が設立されたというわけです． 

畑一面の土地に一から大学及び町づくりが行

われたこともあり，町は合理的なつくりになって

います．谷間という地形を生かして町の中心部は

いわば二層構造で設計され，地上は原則として歩

行者専用で自動車の進入が制限されており，自動

車は地下を走行する仕組みになっています．その

せいか，電動車椅子利用者や子供連れが非常に多

いように思います．小さな町ではありますが，120

を超える店が軒を連ねるショッピング・モール，

映画館，ボーリング場，数多くのレストラン（寿

司屋も2件あります）や理容店等々が揃い，この

町だけで生活が完結します．ブリュッセルからの

適度な距離，ショッピングセンターなどがコンパ

クトにまとまった住みやすさ，豊かな緑や湖に囲

まれた静かな環境，そして子育て世帯や高齢層が

安心して住める歩行者優先の町といった要素から，

居住地として人気のエリアとなっています．人口

（現在3万人程度）は現在も増加傾向にあり，地

価も上昇を続けているとのこと．町のあちこちで

新たなショッピング・モールやマンションの建設

工事が行われています．大学中心の町とはいえ，

近年では学生が人口の半数を下回るようになり，
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学生の少ない夏休みでも多くの人で賑わっていま

す． 

 

 
7 月限定の人口ビーチ．撮影時刻は夜 8 時ですが

まだ明るく，多くの子どもが遊んでいます． 

 

私が大学内で所属しているのは政治科学研究

所（ISPOLE）という部署で，比較政治研究セン

ター，国際紛争研究センター，公共政策研究セン

ター，欧州研究センターという４つの下部組織か

ら構成されています．各センターには量的な手法

を得意とするスタッフと質的な手法に秀でるスタ

ッフがバランス良く所属する一方，センター間で

の関心分野の隔たりは小さくなく，センターの垣

根を越えた交流は頻繁とは言い難いようです．と

はいえ，研究所全体では月に一度，各研究センタ

ーでも学期ごとに 1，2 度セミナーが開催されて

います． 

 

 

左手奥が ISPOLE（私の研究室も）のある建物． 

 

在外研究先としてこの大学・研究所を選んだ最

大の理由は，Benoît Rihoux教授の存在です．私

は質的比較分析（Qualitative Comparative 

Analysis: QCA）という手法に関心があり，これ

までの研究でも利用していますが，Rihoux 教授

はこの手法において代表的な研究者のひとりであ

るためです．滞在先の大学のみならず，少し足を

延ばせば，ベルギー国内の大学（前述のオランダ

語圏ルーヴェン・カトリック大学など），オランダ

やドイツの大学にもこの方法論に強い研究者は多

く存在します．こうした多様な国・研究機関に在

籍する研究者とも，今後研究会などを通じて議論

を行う予定で，欧州にいることのメリットを感じ

ます． 

 

 

Benoit Rihoux教授と． 

 

 QCA について計量的手法との対比でごく簡単

に説明をすると以下のようになります．計量分析

においては確率論や統計学といった数学的道具を

用いるわけですが，QCA は集合論や論理学を用

いた手法になります．この手法の特徴の１つは，

集合論に基づいて十分条件や必要条件の観点から

因果関係を掴むことにあります．さらには一歩進

めて，いわゆるINUS（Insufficient but Necessary 

part of a condition which is itself Unnecessary 

but Sufficient for the result）条件や SUIN

（Sufficient but Unnecessary part of a factor 

that is Insufficient but Necessary for the result）

条件などを探ることを可能にします．これにより，

複数の原因の組合せ（交差項）に着目しつつ，異

なる原因が同じ帰結をもたらす関係（equifinality）

や，同じ原因であっても文脈次第で異なる帰結を

もたらす関係（multifinality）等々の多様な因果

関係を探ろうとする際に有用な手法となっていま

す． 

 ただし，この手法に対する批判も少なくなく，
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当該手法に伴う変数計測方法，扱える変数の数，

分析結果の妥当性等々に疑義が提示されてきてい

ます．これを受けて，QCA という手法に肯定的

な研究者グループは，ファジィ集合の導入や分析

結果の妥当性を判断する際の基準値の導入・改善

などを通じて，手法の改善・発展を進めています．

こうした両者の論争は，特に欧州や米国の社会学

や政治学の学術誌において活発に繰り広げられて

います．この論争に一石を投じるべく，私はQCA

による分析が意味をなす前提条件について，実証

分析を交えつつ研究を進めています．研究を進め

る上で，Rihoux 教授をはじめとする研究所内の

スタッフとの議論から，多くのヒントや刺激を受

けています． 

 最後に，こちらで参加した学会について簡単に

ご報告します．6 月はじめにブリュッセル自由大

学（The Vrije Universiteit Brussel: VUB）にて

開催された，Politicologenetmaalというベルギー

政治学会とオランダ政治学会との共催による学術

大会についてです．大会は 16 のパネル（ワーク

ショップ）で構成され，各パネルのテーマは投票

行動や欧州政治などのイシューに沿ったものや，

計量的手法といった方法論に関するものまで多様

で，私は国際政治経済学に関するパネルに出席し

ました． 

行動計量学会の会員のみなさまにこの大会を

ご紹介するのは，大会の運営方式に特徴があるた

めです．大会開催期間は2日間（初日の昼食で集

合，2 日目の昼食を経て解散）で，各パネルは 2

日間で 4 セッション（各セッションは 1 時間半）

から構成されるのです．つまり，まるで合宿のよ

うに，同一のメンバーが同一の部屋で2日間4セ

ッションを過ごすことになります．そして参加者

全員が参加者全員（私の参加したパネルは10人）

のペーパーを事前に読み，全員が報告者で全員が

討論者となるわけです． 

 

 
参加したパネルでの１コマ． 

 

 私が参加したパネルに関して言えば，この長い

時間を同一メンバーで共にする「合宿」方式のメ

リットは，おそらく良い意味での連帯意識を醸成

しやすいことにあると感じました．議論は真剣で

遠慮のないものになりますが，あくまで建設的な

方向を目指す形で白熱しました．大会運営側が設

定する時間配分は目安に過ぎなくなり，延長が繰

り返されることになります．そして初日のパネル

終了後は参加者全員で会場近くのカフェに向かい，

ビールを傾けつつまた議論，となりました． 

 もちろん，この方式にはデメリットもあります．

その最たる点として，他のパネルで関心の強い報

告があったとしても，そちらに参加することは不

可能です．また，ペーパーの分野や質などにおい

て，パネルのメンバーに恵まれなかった場合には

退屈な時間となる可能性もあるかもしれません．

とはいえ，このような方式の大会が日本にもあっ

ても良いかもしれないとの印象を持って帰途につ

きました． 

 

藤田 泰昌（ふじた・たい

すけ） 

長崎大学経済学部准教授 

上智大学大学院外国語学研究

科博士課程修了, 博士（国際関

係論）．統計数理研究所特任研

究員などを経て2013年4月よ

り現職． 
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理事会議事録 

日本行動計量学会2016年度第1回理事会議事録 

 

日時：2016年4月20日（水）18：00～20:00 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：朝野煕彦，岩﨑学，植野真臣，大森拓哉，

岡太彬訓，尾碕幸謙，菊地賢一，椎名久

美子，繁桝算男，竹村和久，鶴見裕之，

中山厚穂，朴堯星，橋本貴充(書記)，林

文，星野崇宏，松本渉，森裕一，渡辺美

智子 (19名)   委任状 7名 

 

資料 

1. 2015年度第6回理事会議事録案 

2．第44回大会報告事項 

3. 学会の英文名称の変更 

4. 2015年度総会議事次第 

5. 笹氣出版見積書 

6. 和文誌編集委員会からの報告 

7. 欧文誌編集委員会資料 

8. Manuscript types accepted by 

Behaviormetrika 
9. 運営委員会資料 

10. 広報委員会報告 

11. 科研費審査結果 

 

議事 

議事に先立ち，出席者22名（理事出席15名，

委任7名）を確認し，理事会の成立が確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1に基づき，2015年度第6回理事会の議

事録が承認された． 

2. 第44回大会 

松本大会担当委員長より，資料 2 に基づき，

各種日程，特別講演，申し込み状況について報

告があった．特別講演は札幌学院大教授の北田

雅子氏を講演者とし，「面談を可視化する―動

機づけ面接法の魅力」というテーマで行うこと，

8月31日夕刻に理事会，9月1日に総会および

懇親会の予定で準備を進めていることが報告

された． 

3. 会則変更（学会英語名の変更） 

岡太欧文誌検討委員長より，資料3に基づき，

学会の英文名称の変更が提案された．あわせて，

林組織検討委員長からは，組織検討委員会で検

討した結果，異論がないことが報告された．総

会に会則改正を提案するかどうか，次回の理事

会で投票により議決することとなった． 

4. 総会準備 

菊地事務局長より，資料4の前年の総会の議

事次第に基づき，総会に向けた準備の依頼があ

った． 

5. NII-ELSの移行先 

菊地事務局長より，資料5に基づき，大会抄

録集公開のCiNiiからの移行先をJ-STAGEおよ

びメディカルオンラインとし，J-STAGE への掲

載は笹氣出版に委託することが報告された． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料6に基づき，

投稿論文の審査状況，第 43 巻 1 号および 2号

の掲載論文，特集号の進行状況が報告された．

審査期間短縮をアピールした結果，投稿数が増

えていること，実際に審査の期限を過ぎること

が少ないことも報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7と8に基

づき，現在の審査状況と Vol.44 以降の論文区

分が報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 9 に基づき，第 18 回

春の合宿セミナーの開催結果が報告された．ま

た，平成 28 年度の研究部会が，継続 2 件，新

規1件の3件であることが報告された．研究部

会の活動経費の増額について提案があり，秋期

の理事会までに議論することとなった．第 44

回大会の大会チュートリアルセミナーは岡田

謙介会員を講師として，講義形式で行う予定で

あることが報告された．次回の春の合宿セミナ

ーは芳賀麻誉美会員を実行委員長として，埼玉

県にて開催予定であることも報告された． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 10 に基づき，通常ど

おり業務が行われていること，会報第149号は

田栗正章名誉会員の巻頭言で，5 月上旬発行予

定であることが報告された．今後，欧文誌の国

際ジャーナルとしての発刊を，会報，Web，メ

ールニュースにて告知予定であることが報告

された．統計関連学会連合のWebサーバーの移
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転に伴い，サーバー移転先であるチロロネット

に，ドメイン名管理も移行することが承認され

た． 

・組織検討委員会 

林委員長より，学会の英文名称の変更につい

ての議論が紹介された（上記，議事3参照）． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，第 45 回大会は首都圏近辺

で行う予定であることが報告された．発表抄録

原稿作成上の注意点について，第 44 回大会か

ら大会Webサイトに明記したことが報告された．      

また，大会実行委員会への支援体制をさらに

強化するために，委員会内の組織の拡充を検討

していくことも報告された． 

・資料アーカイブス委員会 

朴副委員長より，現在作業中であることが報

告された． 

・柳井レクチャー委員会 

岩崎委員長より，今年度は村上征勝名誉会員

が講演者であり，内容および日程は未定である

ことが報告された． 

・統計関連学会連合 

菊地事務局長より，統計教育大学間連携ネッ

トワーク（JINSE）の，日本行動計量学会選出

の質保証委員を，植野真臣理事から渡辺美智子

理事に変更することが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

退会希望者について説明があった．会費長期滞

納により退会扱いとされた者の再入会につい

ては，滞納分の全額の入金完了を条件として，

入会が承認された．それ以外の入退会は全て承

認された． 

また，資料 11 に基づき，科研費の国際情報

発信強化(B)への応募の結果，不採択となった

ことが報告された． 

7. その他 

・会員名簿および大会発表申込時の，対象分野と

方法論の区分の変更について，植野理事が原案を

作成することとなった． 

・次回理事会は後日日程を調整の上，平成28年6

月下旬から7月の間に大学入試センターにて開催

予定． 

以上 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

イベント名 ：人文科学とコンピュータシンポジ

ウム 「じんもんこん2016」 

承 認 日 ：2016年8月5日 

開催年月日 ：2016年12月9日-11日 

イベント名 ：Joint 17th World Congress of 

International Fuzzy Systems 

Association and 9th International 

Conference on Soft Computing 

and Intelligent Systems 

承 認 日 ：2016年6月9日 

開催年月日 ：2017年6月27日-30日 

イベント名 ：数理科学教育シンポジウム 

承 認 日 ：2016年5月25日 

開催年月日 ：2016年9月9日 

（2016 年5 月13日～2016 年8 月12日承認のもの） 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認下さい． 

 

☆第32回ファジィシステムシンポジウム / 

FSS2016 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2016年8月31日（水）～9月2日（金） 

場所：佐賀大学本庄キャンパス 

http://fss2016.j-soft.org/ 

 

☆第38回社会言語科学会研究大会 

開催日：2016年9月3日（土）・4日（日） 

場所：京都外国語大学 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆2016年度統計関連学会連合大会  

開催日：2016年9月4日（日）～ 7日（水） 

開催場所：石川県教育会館・金沢大学角間キャン

パス 

http://www.jfssa.jp/taikai/2016/index.html 

http://fss2016.j-soft.org/
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.jfssa.jp/taikai/2016/index.html


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 150 号                                 2016 年 9 月 1 日 

11 

☆日本テスト学会第14回大会 

開催日：2016年9月8日（木）・9日（金） 

開催場所：電気通信大学 

http://www.ai.is.uec.ac.jp/jart2016/ 

 

☆数理科学教育シンポジウム 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2016年9月9日（金） 

開催場所：TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター 

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2016/07/event

20160711-01.html 

 

☆第18回日本感性工学会大会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日 ：2016年9月9日(金)～11日(日)   

開催場所：日本女子大学目白キャンパス  

http://www.jske.org/taikai/jske18/ 

 

☆第26回日本家族社会学会大会 

開催日：2016年9月10日（土）・11日（日） 

開催場所：早稲田大学戸山キャンパス 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2016/ 

 

☆第25回日本パーソナリティ心理学会 

開催日：2016年9月14日（水）・15日（木） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/25/ 

 

☆第 48 回アジア太平洋公衆衛生学術連合国際会

議 

開催日：2016年9月16日（金）～19日（月） 

開催場所：帝京大学 板橋キャンパス 

http://www2.convention.co.jp/apacph2016/ 

 

☆第57回日本社会心理学会 

開催日：2016年9月17日（土）・ 18日（日） 

開催場所：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス 

http://www.socialpsychology.jp/conf2016/ 

 

☆第30回日本音声学会全国大会 

催日：2016年9月17日（土）・18日（日） 

開催場所：早稲田大学早稲田キャンパス 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30t

h_2016 

☆日本政治学会 2016年度総会・研究大会 

開催日：10月1日（土）・2日（日） 

開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 

http://www.jpsa-web.org/event/2016.html 

 

☆第89回日本社会学会大会  

開催日：2016年10月8日（土）・9日（日） 

開催場所：九州大学伊都キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.p

hp 

 

☆日本方言研究会第103回研究発表会 

開催日：2016年10月28日（金） 

開催場所：東北文教大学 

http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A

6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C

2%E8103%B2%F3%CA%E7%BD%B8 

 

☆計量国語学会第60回大会  

開催日： 2016年10月8日（土） 

開催場所：日本大学文理学部オーバル・ホール 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆日本教育心理学会第58回総会  

開催日：2016年10月8日（土）～10日（月） 

開催場所：サンポートホール高松・かがわ国際会

議場 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016

/top 

 

☆日本語学会2016年度秋季大会  

開催日：2016年10月29日（土）・30日（日）    

開催場所：山形大学小白川キャンパス 

http://www.jpling.gr.jp/taikai/2016b/ 

 

☆ANPOR Annual Conference 2016 

開催日：2016年11月8日（火）～12日（土） 

開 催 場 所 ： Battambang-Siem Reap, 

CAMBODIA 

http://anpor2016.anpor.net/ 

 

 

 

http://www.ai.is.uec.ac.jp/jart2016/
http://www.jske.org/taikai/jske18/
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2016/
http://conference.wdc-jp.com/jspp/25/
http://www2.convention.co.jp/apacph2016/
http://www.socialpsychology.jp/conf2016/
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30th_2016
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30th_2016
http://www.jpsa-web.org/event/2016.html
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.php
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.php
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E8103%B2%F3%CA%E7%BD%B8
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E8103%B2%F3%CA%E7%BD%B8
http://dialectology-jp.org/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E6%C8%AF%C9%BD%B2%F1%2F%C2%E8103%B2%F3%CA%E7%BD%B8
http://www.math-ling.org/
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016/top
http://www.jpling.gr.jp/taikai/2016b/
http://anpor2016.anpor.net/


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 150 号                                 2016 年 9 月 1 日 

12 

☆第 19 回情報論的学習理論ワークショップ 

(IBIS2016) 

同時開催：第27回情報論的学習理論と機械学習

(IBISML)研究会 

開催日：2016年11月16日(水)～19日(土) 

開催場所：京都大学吉田キャンパス 

http://ibisml.org/ibis2016/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第100回

研究大会  

開催日：2016年11月26日（土）・27日（日） 

開催場所：大阪大学 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆日本計算機統計学会第30回シンポジウム  

開催日:：2016年11月24日(木) 〜25日(金)  

開催場所：プラサヴェルデ（静岡県沼津市） 

http://jscs.jp/sympo/30/ 

 

☆第59回自動制御連合講演会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2016年11月10日（木）～12日（土） 

開催場所：北九州国際会議場 

http://www.jsme.or.jp/conference/rengo59/ 

 

☆計測自動制御学会 システム・情報部門 学術講

演会 2016(SSI2016) 

開催日：2016年12月6日(火)～8日(木) 

開催場所：滋賀県立体育館 

http://www.sice.or.jp/org/SSI2016/ 

 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム 「じん

もんこん2016」 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2016年12月9日（金）～11日（日） 

開催場所：国文学研究資料館 ・ 国立国語研究所  

 

☆The 9th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and 

Methodological Statistics (ERCIM 2016) 

開催日：2016年12 月9日（金）～11日（日） 

開催場所：University of Seville, Spain, 9-11 

December 2016. 

http://cmstatistics.org/CMStatistics2016/ 

☆第27回日本疫学会学術総会 

開催日：2017年1月25日（水）～27日（金） 

開催場所：ベルクラシック甲府 

http://plaza.umin.ac.jp/ekigaku27/  

 

☆AAPOR 72nd Annual Conference 

開催日：2017 年5月18日(木）～21日（日） 

開催場所：New Orleans 

http://www.aapor.org/Conference-Events/Annu

al-Meeting.aspx 

 

☆Joint 17th World Congress of International 

Fuzzy Systems Association and 9th 

International Conference on Soft Computing 

and Intelligent Systems  

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年6月27日～30日 

開催場所：ピアザ淡海 

http://ifsa-scis2017.j-soft.org/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of 

Epidemiology(WCE2017)  

開催日：2017 年8 月19 日（土）～22 日（火） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://wce2017.umin.jp/ 

 

☆The 2017 conference of the International 

Federation of Classification Societies (IFCS) 

(IFCS-2017)  

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年8月8日（火）～10日（木） 

開催場所：東海大学高輪キャンパス 

http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs

2017/ifcs2017 

 

☆第32回国際心理学会（The ICP 2017） 

開催日：2017年10月5日（水）～6日（木）  

開催場所：Prague, Czech Republic 

https://www.waset.org/conference/2017/10/prag

ue/ICP 

 

 

 

http://ibisml.org/ibis2016/
http://www.jims.gr.jp/conf.php
http://jscs.jp/sympo/30/
http://www.jsme.or.jp/conference/rengo59/
http://www.sice.or.jp/org/SSI2016/
http://cmstatistics.org/CMStatistics2016/
http://plaza.umin.ac.jp/ekigaku27/
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://ifsa-scis2017.j-soft.org/
http://wce2017.umin.jp/
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
https://www.waset.org/conference/2017/10/prague/ICP
https://www.waset.org/conference/2017/10/prague/ICP
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公募・求人情報 

☆電気通信普及財団賞論文募集のお知らせ 

電気通信普及財団賞は昭和 60 年度より情報通

信技術の普及，振興を目的に，情報通信における

社会科学的又は工学技術的観点からの優れた著作

や研究論文を表彰しております． 

１．募集分野 

社会科学分野社会人部門 

社会科学分野学生部門 

システム技術分野社会人部門 

システム技術分野学生部門 

２．応募締切 

平成28年9月30日 

３．問い合わせ先 

電気通信普及財団賞事務局 

電話：03－3663－8024 

詳細につきましては，下記の当財団ホームページ

をご覧ください． 

また，応募用紙もダウンロード可能です． 

http://www.taf.or.jp/award/  

 

☆平成29年度笹川科学研究助成の募集 

〇申請受付期間 

学術研究部門 平成28年10月1日～10月14日 

実践研究部門 平成28年11月1日～11月15日 

〇主な募集対象者 

学術研究部門（一般科学研究） 

・平成 29 年 4 月 1 日現在，大学院生あるいは所

属機関等で非常勤または任期付き雇用研究者とし

て研究活動に従事する方であって，35歳以下の方 

実践研究部門 

・教員，学芸員，司書，カウンセラー，指導員，

市民活動・地域活動等の専門的立場にある方など

で，特に年齢は問いません． 

〇詳細は，本会ウェブサイトにてご確認願います． 

http://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/ 

 

 

 

会員の著書等 

村上征勝，金明哲，土山玄，上阪彩香（著）『計

量文献学の射程』，勉誠出版，2016年3月 

 

 

Tze Leung Lai，Haipeng Xing（著），松原望，

山村吉信（翻訳）『ファイナンスのための統計学 

－統計的アプローチによる評価と意思決定－』，東

京図書，2016年5月 

 

 

楠見孝・道田泰司（編者）『『批判的思考と市民リテ

ラシー－教育，メディア，社会を変える21世紀型

スキル－』，誠信書房，2016年6月 

 

http://www.taf.or.jp/award/
http://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
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橋本貴充・荘島宏二郎（著）『実験心理学のため

の統計学』，誠信書房，2016年7月 

 

 

稲葉陽二・吉野諒三（著）『ソーシャル・キャピ

タルの世界 －学術的有効性・政策的含意と統計・

解析手法の検証－』，ミネルヴァ書房，2016年8

月 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2016年7月11日現在） 

正会員       ： 773名 （海外6含む） 

準会員       ： 64名  

名誉会員      ： 15名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 28名  

計         ： 901名  

学会誌等寄贈先 ： 6件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メーリングリストへメールアドレスを新規登録，

変更，削除（メールニュースの配信停止）される

場合は，ご自身で，「会員向けメーリングリスト：

登録・サービスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがい，マイページ

にログインして作業を行って下さい．よろしくお

願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業・団体が非会員の場合，かつ大学及びそ

れに準じた組織（国立研究機関等）でない場合に

は，求人情報を記事として配信することはできま

せん．配信を希望される場合には，事前に賛助会

員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるか，また求人広告かどうかにかかわ

らず， お引き受けしています．後述する方法でお

申し込みください． 
 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご準備

下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号151号の場合には10月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見を

お伺いしながら，皆様のお役に立てるような魅力

ある充実した会報となるように努めていきたいと

考えております．ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら広

報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 
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宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 
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